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2012年12月4日（CET 0時1分／日本時間8時1分）まで発表禁止

国連水銀条約協議に先立ち水銀の脅威が過小評価されていることを示す証拠がある

[東京　2012年12月4日]—本日発表された新たな報告書は、世界に広がる魚介類の水銀汚染と、つい数年前までは“安全”であると考えられていたレベル以下でも魚介類中のメチル水銀の健康影響が生じることとを示している。ゼロ・マーキュリー・ワーキング・グループ（ZMWG）[1]は、生物多様性研究所（BRI）[2]と協力して3つの報告書[3]を発表した。
“太平洋の水銀レベルは、もし現在の汚染傾向がこのまま減少せずに続くなら、2050年までに50％増大することが予想される”と、フィリピンのケソン市に拠点を置くバン・トクシックス！（Ban Toxics!）の代表リチャード・グティエレスは述べた。“このことは、政府が汚染の上昇の潮流を食い止め、強い条約とするよう求める警鐘である”。
この新たな科学的発見は、水銀の使用と汚染を削減するために法的に拘束力のある条約を制定するために行なわれる5回目の、そして最終の協議[4]が開始される時に発表されることになっている。政府間交渉委員会によって協議される法的文書は
“最新の科学は、世界的な水銀危機に対応するために、厳しい削減措置をとる必要があることを指摘している”とベルギーのブリュッセルを拠点とする欧州環境事務局（EEB）の共同コーディネータであるエレーナ・リンベリディセッティモは述べた。

他の主要な科学的発見は下記を含む。 

· メカジキ、サメ、及びある種のマグロ類のような上位捕食魚類は、水銀濃度が高いために、国の魚類摂食勧告にしばしばリストされる。異なる各種海産物の平均水銀濃度は、少なくとも100倍の巾で異なる。
· 人々により常に摂食される海産物は、 “安全”レベル（米EPA基準[5]に基づく）を一般的に超えている。しかし、有益なオメガ３を持つ多くの低水銀海産物の代替もある。
· 通常の量の魚の摂取は、現在の曝露許容レベルは最新の科学的発展を反映するよう修正されるべきことを示唆しつつ、発達中の胎児と子どもに安全ではないリスクをもたらすことを、最近のいくつかの疫学調査は明確に示している。
· BRIの世界生物水銀総合体（GBMS）プロジェクトは、水銀データのギャップを特定し、更なる調査が必要な領域を示し、将来、国際水銀条約の効果を評価するために使用することができる標準化された包括的なデータベースを提供する。
“我々は、条約の効果をどのように評価するかに関する適切な決定をするために、世界的な水銀濃度のベースラインを理解することは非常に重要であると信じる“と、BRIのエグゼクティブ・ディレクターであり、国連環境計画（UNEP）の運命と移動パートナーシップグループのメンバーであるデービッド C・エバース博士は述べた。
以上
[1] ゼロ・マーキュリー・ワーキンググループ（Zero Mercury Working Group）は、世界の環境中の水銀を最小に削減することを目標として掲げ、全ての人間活動に由来する発生源からの水銀の供給、需要、及び排出をゼロにすることを求めて活動する世界中の95以上のNGOsの連合体である。 www.zeromercury.org 
[2] 生物多様性研究所（Biodiversity Research Institute’s）の使命は、共同研究を通じて野生生物と生態系に出現している脅威を評価し、また環境についての意識向上を促進して政策決定者に知らせるために科学的発見を利用することである。http://www.briloon.org/
[3] BRIの報告書は世界の海産物の水銀濃度のパターンを明らかにしている。ZMWGのためにエドワード・グロスIII博士により書かれたもうひとつ の報告書は、人の健康に及ぼす水銀影響の疫学的証拠と低許容レベルの根拠の概要を提供する。最後に、ZMWGは報告書の発見を短くまとめた概要を発表し、勧告を述べる。全ての報告書はwww.zeromercury.orgから入手可能である。
[4] UNEP 水銀条約政府間交渉委員会  ウェブサイト

http://new.unep.org/hazardoussubstances/Mercury/Negotiations/tabid/3320/Default.aspx 
[5] 米国環境保護庁の健康のためのメチル水銀の参照用量は、1x 10-4 mg/kg-day であり、体重132ポンド（60 kg）で魚肉6オンス（170 g）に対応する。
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